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同和学習会開催／『親鷺一白い道』映画評

同
和
学
習
会

　
差
別
戒
名
（
法
名
）
と
は
（

「
部
落
問
題
事
典
』
で
は
、

「
と
り
わ
け
被
差
別
者
に
対

し
て
悪
意
を
込
め
て
名
づ
け

ら
れ
た
仏
教
徒
名
の
こ
と
」

「
過
去
帳
・
墓
石
・
位
牌
な

ど
に
記
載
さ
れ
、
死
後
ま
で

も
差
別
が
持
ち
込
ま
れ
る
」

「
仏
教
の
果
た
し
た
差
別
を

端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
前
か
ら
郷
土
史
研
究
の

う
え
で
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、

仏
教
者
の
間
で
は
放
置
さ
れ

て
い
た
。
各
宗
派
に
よ
っ
て

実
態
が
調
査
さ
れ
は
じ
め
た

の
は
一
九
七
九
年
の
町
田
差

別
発
言
事
件
以
降
。

　
本
会
主
催
の
同
和
学
習
会
。

今
回
は
そ
の
差
別
戒
名
（
法

名
）
・
差
別
墓
石
を
取
り
あ
げ

る
。　

写
真
は
、
高
野
山
研
修
道

場
に
て
開
か
れ
た
同
和
学
習

会
　
　
　
（
記
事
二
面
）
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テ
ー
マ

　
去
る
四
月
十
六
・
十
七
日
の
両
日
、
本
会
は

高
野
山
真
言
宗
の
高
野
山
大
師
教
会
本
部
教
化

研
修
道
場
に
お
い
て
、
「
差
別
戒
（
法
）
名
・
差

「
差
別
戒
（
法
）
名
、
差
別
墓
石
」

別
墓
石
」
を
テ
ー
マ
に
約
四
十
名
の
参
加
者
を

得
て
、
同
和
学
習
会
を
開
催
し
た
。

　
本
会
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
学
習
を
行
う

嚢
覇
　
輔

マ
イ
ク
片
手
に
質
問
に
答
え
る
伊
藤
師

の
は
、
昨
年
の
第
六
回
同
和
研

修
会
に
続
い
て
二
度
目
の
こ
と

で
あ
る
が
、
今
回
は
加
盟
宗
派
・

都
道
府
県
仏
教
会
の
行
政
責
任

者
、
同
和
推
進
担
当
者
を
主
な

野
竜
正
管
長
（
全
日
本
仏
教
会
会
長
）
、

近
藤
説
巌
宗
務
総
長
、

の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
次
に
、

委
員
長
が
、
二
日
間
に
わ
た
る
学
習
会
に
つ
い

て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
　
　
〈
発
表
〉

　
午
後
二
時
半
か
ら
、
近
藤
覚
玄
同
和
委
員
を

座
長
に
、
テ
ー
マ
に
基
づ
く
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
発
表
し
た
の
は
、
浄
土
真
宗

　
対
象
と
し
た
。

　
　
　
〈
開
会
式
〉

　
　
午
後
二
時
、
大
山

　
同
和
推
進
部
長
の
司

　
会
で
開
会
。
三
帰
依

　
文
の
唱
和
に
続
い
て

　
高
野
山
真
言
宗
阿
部

　
　
　
　
　
　
同
じ
く

北
角
円
澄
同
和
委
員
長

　
　
中
村
秀
雄
同
和
副

本
願
寺
派
の
広
川
智
遵
、
真

宗
大
谷
派
の
雨
森
園
圃
、
真

言
宗
豊
山
派
の
岩
田
浩
盛
、

天
台
宗
の
北
角
円
澄
の
各
師
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
差
別
戒
（
法
）

名
、
差
別
墓
石
に
関
す
る
今

日
ま
で
の
教
団
の
取
り
組
み

の
経
過
と
現
況
を
報
告
し
た
。

　
　
　
〈
学
習
〉

　
午
後
四
時
か
ら
、
第
二
部

と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
学
習
会
を
行
っ
た
。
座

長
は
、
旭
照
雅
同
和
委
員
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
た
の

は
、
蓮
池
瑞
旭
同
和
副
委
貝

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
る

阿
部
野
会
長

長
、
伊
藤
俊
彦
同
和
委
貝
。

　
蓮
池
師
は
、
差
別
戒
（
法
）
名
・
差
別
墓
石

の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
教
団
の
責
任
に
お
い
て

取
り
扱
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
墓
石
を
土
に

埋
め
た
り
破
壊
せ
ず
に
、
差
別
の
証
拠
品
と
し

て
確
保
し
て
、
徹
底
的
に
問
題
点
を
究
明
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
ど
し
た
。

　
ま
た
、
浄
土
宗
の
差
別
戒
名
を
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
根
源
で
あ
る
『
無
縁
慈
悲
集
』
に
触
れ
、

そ
の
成
立
過
程
、
差
別
記
述
を
明
ら
か
に
し
、

他
に
も
そ
の
よ
う
な
差
別
戒
（
法
）
名
の
原
典

が
な
い
か
、
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
伊
藤
師
は
、
初
め
に
過
去
帳
・
墓
石

に
お
け
る
差
別
事
象
の
類
型
を
中
間
報
告
と
し

て
発
表
。
過
去
帳
に
つ
い
て
は
、
被
差
別
民
の

職
業
や
身
分
、
名
称
そ
の
他
の
属
性
を
直
接
的

な
差
別
表
記
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

本
来
は
差
別
的
意
味
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
当
該
寺
院
に
お
け
る
同
地
域
・
同
時
代
の

一
般
檀
信
徒
と
比
較
し
た
場
合
、
差
別
事
象
と

な
る
も
の
の
例
を
示
し
た
。

　
次
に
、
寺
院
の
過
去
帳
、
墓
石
、
位
牌
お
よ

び
、
在
家
過
去
帳
の
取
り
扱
い
、
改
正
の
要
領

に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
示
し
て
報
告
し
た
。

　
午
後
七
時
、
学
習
会
を
終
了
。
阿
部
野
管
長
、

近
藤
宗
務
総
長
と
と
も
夕
食
。
精
進
料
理
を
い

た
だ
き
な
が
ら
和
や
か
に
懇
親
を
深
め
た
。

　
翌
日
、
午
前
六
時
起
床
、
大
師
教
会
大
講
堂

に
お
い
て
お
っ
と
め
、
朝
食
後
午
前
八
時
か
ら
，

近
藤
、
旭
同
和
委
員
を
座
長
に
、
昨
日
の
学
習

に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
に
入
っ
た
。

　
　
　
（
質
疑
応
答
〉

　
参
加
者
か
ら
、
過
去
帳
の
書
き
か
え
、
保
管
、

墓
石
の
取
り
扱
い
、
現
地
調
査
の
方
法
等
、
細
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か
な
点
に
及
ん
で
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
。

　
　
　
〈
ま
と
め
〉

　
午
前
十
時
十
五
分
よ
り
葛
葉
睦
山
同
和
委
貝

に
よ
っ
て
、
ま
と
め
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
回
の
学
習
会
は
、
差
別
戒
（
法
）
名
・
差

別
墓
石
に
対
す
る
深
い
認
識
と
共
通
理
解
を
得

る
の
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　
差
別
表
記
の
あ
る
過
去
帳
・
墓
石
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
資
料
と
し
て
残
し
て
い
き
た

い
と
い
う
指
摘
、
表
面
化
し
て
ほ
し
く
な
い
と

い
う
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
を

教
団
は
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
教
団
と
し
て
の
統

一
見
解
が
出
せ
な
い
の
か
と
い
う
現
地
か
ら
の

批
判
も
あ
り
、
こ
の
際
、
各
教
団
で
基
本
線
を

示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
教
団
は
、
さ
ら
に
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
葛
葉
師
は
述
べ
、
最
後
に
、

差
別
戒
（
法
）
名
・
差
別
墓
石
を
、
私
た
ち
は
、

差
別
解
消
の
誓
願
の
場
と
し
て
受
け
と
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

　
　
　
（
閉
会
式
〉

　
そ
の
後
た
だ
ち
に
閉
会
式
と
な
り
、
阿
部
野

管
長
、
寿
山
高
野
山
真
言
宗
総
務
部
長
、
北
角

同
和
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、
二
日
間
の
学

習
会
を
終
了
し
た
。

に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ

の
委
三
会
の
メ
ン
バ
ー
、
構
成
、
目
的
、
任
務

等
に
つ
い
て
は
、
ま
た
全
仏
誌
上
に
て
報
告
す

る
。　
各
執
行
委
員
は
、
五
月
目
タ
イ
国
王
御
生
誕

六
十
年
祝
賀
行
事
の
際
に
バ
ン
コ
ク
に
て
再
会

す
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
の
途
に
つ

い
た
。
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京
都
で
、
入
金
五
、
六
日

　
第
三
十
五
回
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

執
行
委
貝
会
が
、
去
る
三
月
二
十
六
、
二
十
七

日
の
両
日
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
、
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
全
仏
事
務

局
か
ら
は
杜
多
国
際
文
化
部
長
、
小
峰
国
際
文

化
部
次
長
の
二
名
が
出
席
。
会
議
は
、
サ
ン
や

W
F
B
会
長
を
議
長
と
し
て
種
々
議
題
が
討
議

さ
れ
た
。

　
ま
ず
本
年
五
月
十
一
日
を
中
心
に
行
な
わ
れ

る
タ
イ
国
王
御
生
誕
六
十
年
祝
賀
行
事
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
在
ま
で
わ
か
っ
て
い
る

範
囲
内
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
第
十
六
回
W
F
B
大
会
の
開
催
地
に
つ
い
て

は
、
現
在
二
ヶ
国
よ
り
そ
の
開
催
の
申
し
入
れ

　
タ
イ
で
開
か
れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会

が
あ
る
が
、
結
論
を
出
す
ま
で
、
申
請
国
と
の

連
絡
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
　
昨
年
十
一
月
に
ネ
パ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
執

行
委
貝
会
に
て
、
本
会
が
申
し
入
れ
た
、
全
仏

財
団
創
立
三
十
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し

て
W
F
B
執
行
委
員
会
を
日
本
で
開
催
し
た
い

　
（
六
十
二
年
八
月
五
、
六
日
於
京
都
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）
と
い
う
要
望
に
つ
い
て
は
、
満
場
一

致
で
了
承
さ
れ
、
サ
ン
や
W
F
B
会
長
が
、
八

月
三
、
四
日
に
開
催
さ
れ
る
比
叡
山
宗
教
サ
ミ

ッ
ト
と
と
も
に
、
こ
の
執
行
委
員
会
に
も
御
出

席
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
御
本
人
よ
り
口
頭
に

て
約
束
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
W
F

B
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
て
そ
の
設
立
が
決
議
さ
れ

た
、
W
F
B
を
中
心
と
し
た
世
界
中
の
仏
教
徒

に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
i
開
発
に
協
力
す
る
耳
菜
会

の
構
成
や
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
一

部
の
メ
ン
バ
ー
を
除
い
て
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
委
貝
会
は
、
早
速
翌
日
の
三
月
二
十
七
日

に
第
一
回
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
第
二
回
の
委

員
会
は
五
月
七
日
に
バ
ン
コ
ク
に
て
、
第
三
同

委
貝
会
は
八
月
六
日
に
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

日宗連の理事・参議会

議理事長に広瀬静水覇

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、

年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
の
承
認
で
、
新

理
事
長
に
は
、
広
瀬
静
水
教
派
神
道
連
合
会
理

事
長
、
大
本
参
議
が
選
出
さ
れ
た
。

　
本
会
か
ら
は
、
若
槻
修
道
理
事
長
が
理
事
に
、

長
瀬
貫
公
日
蓮
宗
宗
務
総
長
、
江
田
広
典
天
台

宗
宗
務
総
長
、
高
野
一
能
真
言
宗
智
山
派
宗
務

総
長
、
吉
田
俊
誉
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
総
長
が

参
議
に
、
野
口
善
雄
事
務
総
長
が
監
事
に
、
川

島
総
務
部
長
が
幹
事
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
選
ば
れ

た
。

　
日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗
連
）

の
理
事
会
・
参
議
会
が
去
る

四
月
二
十
日
、
東
京
の
赤
坂

東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

日
田
連
は
、
本
会
を
は
じ
め

神
社
本
庁
、
教
派
神
道
連
合

会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合

会
の
五
団
体
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
主
な
議
事
は
、
理
事
の
選

任
、
理
事
長
の
互
選
、
参
議

委
嘱
、
昭
和
六
十
一
年
度
事

　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
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映画「親鷺一白い道」

カンヌ映画祭へ
三国監督が記者会見

　
本
会
が
後

援
し
て
い
る

映
画
『
親
鶯

一
白
い
道
』

が
、
五
月
七

日
か
ら
開
催

さ
れ
る
第
四

＋
回
カ
ン
ヌ

映
画
祭
に
出

品
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
カ
ン
ヌ
映

画
祭
と
い
え

ば
、
世
界
中

の
映
画
関
係

者
、
映
画
フ

松
竹
本
社
で
の
記
者
会
見

ア
ン
が
注
目
す
る
映
画
の
祭
典
。
特
に
今
年
は

第
四
十
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇

太
子
も
出
席
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
例
年

以
上
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
ク

ー
ル
部
門
の
、
世
界
中
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

る
十
六
本
の
ひ
と
つ
に
選
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
。　

ち
な
み
に
昨
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
は
、

現
在
日
本
で
も
公
開
さ
れ
て
話
題
を
よ
ん
で
い

る
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
。
宗
教
色
の
濃
い
作
品
が
受

け
る
傾
向
も
あ
る
の
で
、
そ
の
評
価
が
期
待
さ

れ
る
。

　
記
者
会
見
に
は
、
監
督
の
三
国
連
太
郎
氏
、

親
外
役
の
森
山
潤
久
氏
、
恵
信
役
の
大
楠
道
代

氏
な
ど
が
出
席
。
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
三
国
監

督
は
、
「
日
本
の
映
像
文
化
が
海
外
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
」
と

喜
び
を
語
る
一
方
、
監
督
も
映
画
祭
に
出
席
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
ふ
れ
、
私
は
飛
行
機

が
大
嫌
い
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
が
悩
み
の
種
で

す
と
い
っ
て
記
者
団
を
笑
わ
せ
た
。

…
個
性
の
強
い
映
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
親
鷺
－
白
い
道
」
を
観
て

　
力
作
で
あ
る
。

　
脚
本
、
監
督
の
三
国
連
太
郎
氏
の
熱
意
、
気

迫
が
画
面
に
こ
も
っ
て
、
ど
の
カ
ッ
ト
に
も
ゆ

る
み
が
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
、
ワ
ン
マ

ン
映
画
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
映
画
の
長
所
で

も
あ
り
、
ま
た
短
所
で
も
あ
る
。
良
く
も
悪
く

も
大
変
個
性
の
強
い
映
画
で
あ
り
、
そ
の
映
画

文
体
、
親
鶯
の
描
き
方
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
両
論
、

物
議
を
か
も
し
だ
す
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
確
実
に
い
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
映
画
で
、
こ
れ
ほ
ど
真
摯
に
宗
教
の
教
義

を
取
り
あ
げ
、
映
像
化
し
た
作
品
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
映
画
は
、
越
後
の
念
仏
講
虐
殺
の
シ
ー
ン
か

ら
は
じ
ま
る
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ
の
び
た
親
羽

（
善
信
）
一
家
は
、
豪
雪
の
越
後
を
離
れ
、
新

天
地
を
求
め
て
関
東
上
野
の
国
へ
向
か
う
。
テ

ン
ポ
よ
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
シ
ー
ン
が
展
開
す

る
。
こ
の
リ
ズ
ム
で
、
展
開
し
て
い
く
の
か
と

期
待
を
持
た
せ
る
の
だ
が
、
舞
台
が
関
東
に
う

つ
っ
て
か
ら
、
映
画
の
リ
ズ
ム
は
や
や
歯
ぎ
れ

が
悪
く
な
る
。

　
関
東
上
野
の
国
で
親
筆
一
家
は
貧
し
い
農
耕

生
活
を
始
め
る
。
こ
の
関
東
で
の
親
鶯
の
求
道

生
活
、
こ
れ
が
こ
の
映
画
の
本
編
と
な
る
。
末

子
の
己
己
の
疫
病
死
、
常
陸
の
国
へ
の
移
住
。

一
方
、
時
あ
た
か
も
鎌
倉
時
代
、
北
条
氏
の
内

紛
、
源
実
朝
暗
殺
、
機
を
狙
う
諸
国
豪
族
、
権

力
者
に
迎
合
し
て
暗
躍
す
る
僧
侶
た
ち
。
親
鶯

が
念
仏
衆
を
煽
動
し
暴
動
を
起
こ
す
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
る
上
野
国
の
豪
族
。
そ
の
政
治
策

略
に
親
鶯
も
巻
き
込
ま
れ
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
最
後
、
親
鶯
は
妻
の
恵
信
と
も

別
れ
、
念
仏
の
道
を
歩
む
た
め
、
ひ
と
り
荒
野

を
歩
い
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
大
筋
で
あ
る
の
だ
が
、
関
東
に

移
住
し
て
か
ら
の
展
開
は
年
月
の
流
れ
が
説
明

さ
れ
な
い
ま
ま
、
エ
ピ
ソ
：
ド
の
羅
列
に
よ
っ

て
話
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と
い
う
形
を
と
っ
て

お
り
、
ま
た
各
エ
ピ
ソ
：
ド
が
多
分
に
説
明
不

足
な
た
め
、
念
仏
衆
弾
圧
な
ど
歴
史
的
背
景
や
、

人
間
関
係
が
大
変
わ
か
り
に
く
い
。

　
全
道
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
：
（
前
号
掲
載
）
で
、

三
国
監
督
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
の
は
人
を

ま
や
か
す
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
つ
く
り
も

の
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
な
る
べ
く
排
し
て
、
親
鶯

の
行
動
、
状
況
を
つ
な
げ
て
い
く
手
法
を
と
っ

て
い
る
θ
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
点
、

ど
う
も
未
消
化
で
あ
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
時

に
は
ス
ト
ー
リ
ー
映
画
の
よ
う
な
展
開
部
分
も

あ
り
、
全
体
の
ス
タ
イ
ル
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
観
客
に
と
ま
ど
い
を
与
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。

　
た
と
え
ば
親
鶯
が
、
難
病
を
抱
え
た
者
た
ち

の
集
ま
る
洞
窟
へ
で
か
け
た
り
、
ま
た
、
砂
鉄

の
採
掘
場
へ
で
か
け
、
閉
炉
の
大
爆
発
に
遭
遇

す
る
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
前
者
は
、
原

爆
病
な
ど
不
治
の
病
に
悩
む
者
の
現
実
、
後
者

は
、
現
代
社
会
で
い
う
公
害
問
題
を
象
徴
し
て

い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
親
鶯
が
そ

の
場
所
へ
赴
く
動
機
が
よ
く
説
明
さ
れ
ず
、
な

か
ば
強
引
に
、
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
そ
の
エ
ビ

一4一
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ソ
ー
ド
が
展
開
し
て
し
ま
う
た
め
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
追
っ
て
観
て
い
る
者
は
、
映
画
の
流
れ
を

突
然
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う
な
混
乱
を
覚
え
て
し

ま
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
や
や
わ
か
り
づ
ら
い
と

こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
し
か
し
、
上
映
時
間
二

時
間
十
六
分
の
長
尺
、
け
っ
し
て
あ
き
さ
せ
な

い
。
最
後
ま
で
観
客
を
引
っ
張
っ
て
い
く
力
が

こ
の
作
品
に
は
あ
る
。

　
そ
の
力
と
は
な
に
か
と
い
え
ば
、
三
国
監
督

の
情
熱
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

特
に
新
人
の
森
山
潤
久
氏
演
じ
る
親
鶯
の
存
在

感
で
あ
る
。
千
六
百
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
と

繕
鋭
，
避糞塞　靴㍉

勲　ゴ呵

騰
白
髭

、
遷
孫
、

　織、
灘
ir

繋

碁
・
糞
難

…
映
画
2
シ
ー
ン
…

い
う
森
山
氏
の
親
心
が
と
て
も
良
い
。
素
朴
で

思
慮
深
く
、
高
潔
な
人
柄
が
に
じ
み
で
る
。
祖

師
た
る
人
物
は
か
く
あ
る
人
物
か
と
思
わ
せ
る

魅
力
が
あ
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
清
水
が
流

れ
る
如
く
、
清
新
な
印
象
を
残
す
。

　
ま
た
、
き
め
細
か
く
描
か
れ
た
民
衆
ひ
と
り

ひ
と
り
の
存
在
感
も
見
事
で
あ
る
。
や
や
混
乱

ぎ
み
の
語
り
口
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
彼
等
は
明
ら

か
に
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
で
生
き
て
い
る
。

　
彼
等
を
描
い
て
、
情
感
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い

シ
ー
ン
が
た
く
さ
ん
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　
疫
病
で
死
ん
だ
末
子
の
己
己
を
、
身
体
に
し

ば
り
つ
け
、
体
内
に
も
ど
し
た
い
と
泣
く
母
親

の
恵
信
、
そ
れ
を
振
り
切
り
、
炎
の
中
に
遺
体

を
ほ
う
り
こ
む
親
鶯
。
常
陸
の
国
の
廃
嘘
に
ひ

と
り
で
住
む
盲
目
の
老
婆
、
死
を
迎
え
る
ば
か

り
の
徹
底
的
な
孤
独
、
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
上

記
た
ち
に
、
な
に
か
話
し
て
く
れ
人
間
の
声
を

聞
か
せ
て
く
れ
と
し
が
み
つ
く
。
親
鴛
の
言
葉

を
聞
い
て
、
「
お
ら
、
見
え
ね
え
目
が
明
る
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
す
つ
ど
」
と
ふ
る
え
る
手

を
あ
わ
せ
る
。
子
供
の
誕
生
を
聞
き
、
朝
焼
け

の
川
で
、
自
ら
に
冷
水
を
浴
び
せ
か
け
る
親
鴛
、

そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。
降
り
し
き
る
雪
の
中
、
念

仏
の
道
を
進
む
た
め
に
、
生
ま
れ
て
き
た
子
を

京
都
に
里
子
に
出
す
こ
と
を
恵
信
に
説
得
す
る

親
鷺
、
親
子
三
人
に
降
り
し
き
る
雪
。
こ
れ
ら
、

あ
ま
り
に
哀
し
く
、
そ
し
て
美
し
い
。
三
国
監

督
の
人
間
へ
の
慈
し
み
、
慈
愛
に
み
ち
た
ま
な

ざ
し
が
心
に
滲
み
る
。

　
私
は
、
三
国
監
督
が
こ
の
映
画
で
描
き
た
か

っ
た
の
は
、
親
鶯
と
い
う
偉
大
な
宗
教
者
の
伝

記
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
親
旧
の
生
き
た
時
代

の
歴
史
講
釈
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
人
間
世
界

と
い
う
ひ
と
つ
の
小
宇
宙
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
う
。
そ
れ
を
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
に
提
出
す
る

た
め
に
、
あ
え
て
、
前
述
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
羅
列
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
雪
、
桜
、
灼
熱
の
太
陽
、
紅
葉
、
美
し
い
四

季
の
う
つ
ろ
い
の
な
か
で
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ

る
人
間
群
像
。
老
い
、
憎
い
、
孤
独
、
さ
ま
ざ

ま
な
愛
、
生
と
死
、
支
配
者
、
権
力
者
、
被
支

配
者
、
民
衆
、
被
差
別
者
、
こ
の
よ
う
な
人
間

世
界
、
そ
の
現
実
を
ま
の
あ
た
り
に
し
、
そ
こ

か
ら
自
己
を
み
つ
め
て
い
く
親
鷺
。
そ
の
受
忍

の
魂
の
彷
復
は
、
そ
の
ま
ま
我
々
自
身
も
こ
の

映
画
を
と
お
し
て
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
三
国
連
太
郎
氏
演
じ
る
宝

来
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
が
、
ラ
ス
ト
で
死

骸
と
な
り
、
穴
に
ほ
う
り
こ
ま
れ
土
を
か
け
ら

鳴
…
…
…
・
・
「
親
鷺
一
白
い
道
」
…
…
…
謡

…
　
五
月
九
日
か
ら
全
国
　
…

…
　
一
斉
公
開
松
竹
系
劇
場
　
…

…
　
映
画
は
、
五
月
九
日
（
土
）
か
ら
全
国
松
…

…
竹
系
劇
場
に
て
一
斉
公
開
さ
れ
ま
す
。
全
日
…

…
本
仏
教
会
特
別
鑑
賞
券
（
前
売
券
）
の
お
求
…

…
め
、
お
よ
び
上
映
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
…

…
せ
は
、
全
仏
社
会
部
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
…

…
（
電
）
〇
三
－
四
三
七
－
九
二
七
五
　
　
　
　
…

…
〈
全
仏
特
別
鑑
賞
券
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
大
人
1
1
千
百
円
（
当
日
千
五
百
円
）
、
中
・
高
…

…
・
大
学
生
1
1
九
百
円
（
当
日
千
二
百
円
）
、
　
…

…
子
ど
も
一
七
百
円
（
当
日
九
百
円
）
。
　
　
　
…

れ
る
。
カ
メ
ラ
は
死
ん
だ
宝
来
の
視
点
と
な
り
、

穴
の
底
か
ら
、
土
が
か
か
っ
て
く
る
の
を
み
つ

め
る
。
そ
れ
は
、
三
国
氏
自
身
の
視
点
で
あ
り
、

観
客
自
身
の
視
点
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
死

に
朽
ち
て
い
く
我
々
。

　
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
干
満
は
、
荒
涼
と
し
た
原

野
を
歩
ん
で
い
く
。
そ
の
遠
景
、
そ
の
姿
に
、

我
々
は
何
を
見
出
せ
ば
よ
い
の
か
。

　
三
国
氏
は
、
自
ら
に
問
い
か
け
、
そ
し
て
観

客
に
も
問
い
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
部
次
長
　
上
田
）

800年。いま心の時代。
．口

､

ニ
■一

一
原作●三國連太郎（講談社文庫侮日新聞社刊）／脚本■藤田　傳・三國連太郎
森山潤久（新人）・大楠道代・泉谷しげる・ガッツ石松・小松方正・フランキー堺

後援■西本願寺・東本願寺・（財）全日本仏教会／協賛■講談社・旺文社

腰罐馨留協会1レ5月9日∈bより全国松竹系ロードショー

一5一

f

鰐■弧　一ケ・
，　云〕幽

・
．
・
こ
こ
・
写
「
一
コ
ユ

、層

?
v

“
．
一



「
　
　
，

・
　
・
「
　
．

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和62年5月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　9　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　・　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　・　●　o　●　　　　　　　　　　　　　　　・　鱈　●　o　　　　　　　　　　　　　　D　●　●　●　　　　　　　　　　　　　●　●　●　6　　　　　　　　　　　●　●　●　●　　　　　　　　　　●　●　●　●　　　　　　　　　o　●　●　o　　　　　　　　・　●　■　●　　　　　　　●　o　o　，　　　　　●　●　■　●　　　　o　o　●　●　　　●　●　●　●　　●　■　●　●　●　o　■　●●　●　P

◎
四
呂
鵠
◎
四
鵠
一

蟹
壁
面
躍

躍　　躍　　器　　麗　　灘器器

： ≡ ＝
o 一

刻躍面前　　躍灘躍 穴

一
＠
＠
冒
冒
下
竜

回答・全顎顧問弁護士

正浩長谷川
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〔
質
問
〕

　
先
ご
ろ
檀
家
さ
ん
が
、
税
務
署
か
ら
こ
ん

な
書
類
が
き
ま
し
た
が
、
「
お
寺
に
納
め
る
お

布
施
と
税
金
は
ど
ん
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？
」
と
、
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て

尋
ね
て
き
ま
し
た
。
早
速
そ
の
書
類
を
み
せ

て
も
ら
い
ま
す
と
、
　
「
葬
式
費
用
の
支
払
額

等
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
」
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
に
は
葬
儀
社
の
支
払
と
と
も
に
寺
院
へ

の
支
払
の
項
が
あ
っ
て
、
①
葬
儀
布
施
は
い

く
ら
か
、
②
戒
名
（
法
名
）
料
は
い
く
ら
か
、

③
式
場
の
使
用
料
は
い
く
ら
か
、
④
料
理
飲

食
代
は
い
く
ら
か
、
⑤
法
事
・
初
彼
岸
・
施

餓
鬼
・
お
盆
は
い
く
ら
払
っ
た
か
等
々
を
詳

し
く
書
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
調
査
が
許
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
県
Q
住
職
）

〔
回
答
〕

　
お
尋
ね
の
文
書
は
法
定
外
文
書
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
税
法
の
規
定
に
基
い

て
納
税
者
が
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文

書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
文
字
通
り
法

律
の
根
拠
を
欠
く
文
書
で
、
提
出
し
な
く
と
も

期
限
を
守
ら
な
く
て
も
な
ん
ら
不
利
益
は
う

け
ま
せ
ん
。
し
か
し
お
尋
ね
の
文
書
そ
の
も

の
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
重
要
な
こ
と
は
こ
の
種

の
お
尋
ね
文
書
が
、
檀
家
さ
ん
の
方
へ
送
ら

　　　　●　●　●　　　●　●　●　■　●　●●　●　●

権
も
疑
わ
れ
る
お
そ
れ
が
十
分
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
者
の
経
済
界
に
お
け
る
生

命
を
絶
つ
お
そ
れ
さ
え
あ
る
か
ら
で
す
（
静

岡
地
判
昭
和
4
7
欄
2
・
9
参
照
）
。
こ
れ
を
お

寺
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
住
職
と
檀
信
徒
の
信

，
頼
関
係
は
、
経
済
社
会
に
お
け
る
そ
れ
と
は

　
　
　
　

異
っ
て
特
殊
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
寺

の
住
職
が
税
務
署
か
ら
調
査
を
う
け
て
い
る

と
い
う
評
判
は
現
在
の
状
勢
か
ら
い
っ
て
檀

信
徒
の
信
頼
関
係
に
大
き
な
影
を
な
げ
か
け

る
も
の
で
し
ょ
う
。
長
年
の
真
面
目
な
教
化

活
動
が
一
瞬
に
し
て
消
え
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
得
ま
す
。
で
す
か
ら
昭
和
五
十
一
年
四
月

一
日
に
出
さ
れ
た
国
税
庁
編
「
税
務
運
営
方

檀
家
へ
の
お
尋
ね
文
書

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
右
の
お
尋
ね
の
文

書
を
送
付
し
て
そ
の
回
答
を
求
め
る
こ
と
は

税
務
職
員
の
権
限
で
な
い
こ
と
は
前
述
の
と

お
り
で
す
が
、
税
務
署
霊
鳥
の
権
限
で
あ
る

質
問
検
査
権
の
行
使
と
し
て
の
反
面
調
査
で

あ
っ
て
さ
え
も
、
税
務
当
局
の
見
解
は
法
律

の
解
釈
は
と
も
か
く
実
務
上
は
通
常
納
税
者

に
対
す
る
本
人
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

反
面
調
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
反

面
調
査
を
実
施
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
れ
は
反
面
調
査
を
う
け
る
こ
と
が
取

引
先
の
信
用
を
損
な
う
こ
と
に
直
結
し
、
し

か
も
現
在
の
社
会
状
況
で
は
、
納
税
者
の
人

　　　　●　●　●　　　●　●　●　●　■　■●　●　●

針
」
も
「
反
面
調
査
は
客
観
的
に
み
て
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
行

う
こ
と
と
す
る
」
と
云
っ
て
い
ま
す
。
ま
し

て
や
税
務
署
の
職
員
の
権
限
外
で
あ
る
お
尋

ね
な
る
文
書
で
檀
信
徒
に
回
答
を
求
め
る
こ

と
は
軽
卒
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。　
つ
ぎ
に
税
務
調
査
が
、
税
務
署
の
職
員
の

権
限
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
法
人

に
関
し
て
行
う
場
合
に
は
、
宗
教
法
人
の
宗

教
上
の
特
性
及
び
慣
習
を
尊
重
し
、
信
教
の

自
由
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
宗
教
法
人
法
八

四
条
）
。
御
存
知
の
よ
う
に
布
施
は
六
波
羅
密

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
布
施
行
そ
れ
自
体
が
宗

教
行
為
で
あ
り
ま
す
。
お
布
施
（
阻
隔
）
は

労
働
の
対
価
で
あ
り
え
な
い
の
で
す
（
も
っ

と
も
社
会
的
に
は
読
経
料
、
戒
名
料
、
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
の

対
価
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
私
共
の
努
力
不
足
と
い
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
が
）
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
税
務
署

が
直
接
調
査
の
対
象
と
す
る
場
合
に
は
そ
れ

が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
極
め
て
限
定
さ
れ
た

範
囲
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
層
即
ち
、
こ
れ
を
調

査
し
な
け
れ
ば
住
職
個
人
の
所
得
把
握
が
不

可
能
に
終
わ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
え
ま

す
。
ま
し
て
や
本
件
の
場
合
、
お
寺
に
ま
だ

調
査
が
入
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
か
ら
行

き
す
ぎ
は
明
ら
か
で
す
。

　
早
速
地
元
の
仏
教
会
の
方
々
と
相
談
の
う

え
税
務
署
に
真
意
を
た
だ
し
に
行
か
れ
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
熱
心
な
税
務
職
貝
の
う
っ

か
り
ミ
ス
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
対
処
し

き
れ
な
い
と
き
は
全
仏
の
事
務
総
局
へ
申
出

ら
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

…
　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二
．
　
…

…
第
四
木
曜
日
午
後
繭
時
か
ら
四
時
ま
で
、
…

…
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
楓
談
…

…
嬉
剥
し
て
い
ま
寛
お
気
軽
に
…
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人
間
は
み
な
、
し
あ
わ
せ
に
生
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
が
人
間
ら
し
い

願
い
を
も
ち
、
そ
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
日
々
の
営
み
の
な
か
で
、
生
き
て
い
る

こ
と
は
何
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
実
感
で

き
る
生
活
、
人
間
と
し
て
の
生
き
が
い
を
感

ず
る
よ
う
な
社
会
を
築
く
こ
と
こ
そ
人
類
の

願
い
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
私
た
ち
の
し
あ
わ

せ
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
が
、
不
当
な
差

別
に
よ
っ
て
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

の
差
別
を
も
っ
と
も
集
中
的
に
受
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
和
地
区
の
人

々
の
生
活
は
、
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的

に
低
い
状
態
に
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
は
、

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

ま
た
国
民
的
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
四
十
年
忌
「
答
申
」

さ
れ
た
「
同
和
対
策
審
議
会
」
の
冒
頭
の
定

義
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を
受
け
て
、
四
十
四

年
に
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
公

和
聞
題
解
決
の
た
め
の
取
り
く
み
を
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
、

そ
れ
が
約
十
年
後
の
昭
和
五
十
四
年
の
世
界

宗
教
者
平
和
会
議
で
の
代
表
の
発
言
を
自
ら

の
反
省
で
は
な
く
、
他
か
ら
指
摘
さ
れ
て
初

め
て
差
別
問
題
と
し
て
確
認
し
、
各
教
団
、

宗
団
が
何
ら
か
の
活
動
を
始
め
た
と
い
う
事

実
を
ま
ず
、
き
び
し
く
点
検
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
昭
和
三

十
年
代
よ
り
、
民
主
主
義
の
教
育
の
重
点
課

た
く
さ
ん
あ
る
。

　
差
別
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
間
の
尊

さ
と
権
利
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
差
別
に
は
、
男
女
の
差
別
、
職
業
の

差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
そ
の
も
っ
と

も
深
い
と
こ
ろ
で
他
の
一
切
の
差
別
と
関
連

し
あ
い
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
の
が
「
部
落

差
別
」
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
「
部
落
差
別
」
は
、
こ
の
世

の
中
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る
も
の
で
な
く
、
も
ろ

も
ろ
の
差
別
が
重
な
り
あ
い
、
そ
し
て
、
そ

自
ら
の
き
び
し
い
点
検
か
ら

安
田
公
俊
（
真
言
宗
豊
山
派
同
和
推
進
委
員
会
副
委
員
長
）

布
さ
れ
、
は
じ
め
て
国
の
責
任
に
お
い
て
法

律
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
同
和
問
題
解
決
の
た

め
の
大
前
提
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
答
申
」
で
明
示
さ
れ

た
、
ね
ら
い
、
願
い
は
、
言
う
な
ら
ば
宗
教

本
来
の
活
動
課
題
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
人

の
「
生
き
方
」
を
説
き
「
社
会
は
ど
う
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
か
」
を
求
め
て
布
教
し
て
き

た
宗
教
の
実
践
課
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
、
し
た
が
っ
て
、
答
申
が
出
さ
れ
た
時

点
で
、
誰
よ
り
も
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
同

題
と
し
て
受
け
と
め
、
行
政
に
お
い
て
は
、

責
務
と
し
て
昭
和
四
十
年
代
よ
り
種
々
の
施

策
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
死
後
の
世
界
で
ま
で
差
別
し

て
い
た
「
差
別
戒
名
」
や
「
別
冊
過
去
帳
」

が
現
存
す
る
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
の
宗
団
、
教
団
を
除
い
て
、
宗
教
界
は

自
ら
の
課
題
と
そ
の
重
要
性
に
気
づ
か
ず
、

眠
り
つ
づ
け
る
な
か
で
差
別
発
言
の
背
景
、

そ
の
体
質
が
追
求
さ
れ
て
い
く
な
か
で
は
じ

め
て
「
差
別
戒
名
」
と
「
差
別
過
去
帳
」
が

現
存
す
る
事
実
を
確
認
し
、
実
態
調
査
を
始

め
る
と
い
う
主
体
性
の
な
い
体
質
を
呈
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
今
の
宗
教
界
は
、

寺
院
は
、
宗
教
者
は
…
…
、
と
云
云
さ
れ
て

も
反
発
す
る
こ
と
も
、
答
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
自
ら
を
反

省
し
、
点
検
す
る
と
き
、
差
別
か
ら
の
完
全

解
放
に
む
け
て
、
今
、
何
を
ど
う
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
、
ま
ず
、
人
間
と
し
て
、
ま

し
て
や
宗
二
者
と
し
て
、
自
ら
に
問
い
、
自

ら
の
問
題
と
し
て
日
々
実
践
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
今
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、

宗
教
界
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
種
々
の
問
題
を

求
道
す
る
、
ひ
と
り
一
人
の
か
ま
え
と
し
て
、

こ
う
あ
り
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
〔
写
真
は
同
宗
連
の
差
別
墓
石
調
査
〕
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…
　
全
仏
3
0
周
年
記
念
事
　
…

…
　
業
、
い
よ
い
よ
始
動
　
　
…

　
周
知
の
と
お
り
、
本
年
は
全
日
本
仏
教
会
が

財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
て
三
十
年
目
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。
昭
和
三
十
二

年
の
発
足
以
来
、
伝
統
仏
教
界
に
お
け
る
唯
一

の
連
合
体
と
し
て
全
一
仏
教
運
動
を
推
進
し
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
ふ
り

か
え
り
、
ま
た
さ
ら
な
る
今
後
の
発
展
を
期
す

る
と
い
う
意
味
で
、
三
十
周
年
を
記
念
す
る
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
十
月
に
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ま
た
記
念
出
版
等
の
計
画
が

あ
り
、
実
行
委
貝
会
の
設
立
も
準
備
、
秋
に
む

け
て
い
よ
い
よ
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
御
期
待
下
さ
い
。

鳥
居
敬
響
師

三
月
二
十
日
、
八
十
八
歳
で
遷
化
。

元
真
言
宗
豊
山
派
管
長
。

化
主
。

貝
山
宣
泰
師
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

四
月
十
六
日
、
八
十
四
歳
で
遷
化
。

日
蓮
宗
東
身
延
本
覚
寺
貫
首
。

仏
教
会
会
長
。

元
総
本
山
長
谷
寺

元
神
奈
川
県

　
璽
霧
｛
眞
録
事
糞
四
月

　
六
日
　
W
F
B
ミ
ヤ
ハ
ラ
氏
と
会
見

　
　
　
日
宗
連
幹
事
会

七
日
　
同
和
委
貝
会

　
九
日

＋
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

二
十
日

十十

日日

二
＋
四
日

二
十
七
日

法
律
相
談

局
内
会
議

仏
教
伝
道
協
会
聖
典
の
集
い
出
席

部
落
解
放
連
続
講
座
出
席

桜
を
み
る
会
出
席

部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

映
画
「
白
い
道
」
完
成
パ
ー
テ
ィ

ー
・
試
写
会
出
席

同
和
学
習
会

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

日
置
連
理
事
参
議
会
出
席

局
内
会
議

同
宗
連
総
会
出
席

片
山
日
幹
師
受
賞
披
露
出
席

和
宗
晋
山
式
出
席

常
務
理
事
会
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漱髄脳・田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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山一のサンライン1は、ご家庭のパ

ソコンでリアルタレ仏の証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムごつ；

●リアルタイム株価などの証券情報が得られま魂

●株価チャートをご覧いただけます6

●ご家庭で株式の売買注文ができます』

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれません。）

崇平日8：00－18：00崇土曜（第2・3を除く）8：00－14：00

「サンライ賄専用お問合わせ電話（通話料金無料）

盈（局番なし）0120－001234

お近くの山一鐙券でもお問合わせ・お申込みを承ります』

お気軽にご相談ください。
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’，一散券
〒104東：京都中央区八重洲2の4の1
費（03）276－3181（代表）

パソコンでリアルタイムの証券情報や売買注文を。
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